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宇宙と私たちをつなぐコミュニティメディア
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なぜ、人は宇宙を目指すのだろう？
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日本人が月面に立つ日が、そう遠くない未来に現実のものとなろう

としている。アメリカ主導の国際月探査プログラム「アルテミス計画」

では、日本人宇宙飛行士2名が月面に降り立つことが合意された。

人類が月面で持続的に活動し、さらには火星探査へと進む道筋が、

いよいよ具体化しつつある今、改めて考えてみたい。なぜ、人は宇

宙を目指すのか？ 2006年に打ち上げられた陸域観測技術衛星

「だいち」（ALOS）から続く「だいち」シリーズ衛星のアンバサダーを務

め、JAXAの取り組みをアーティストとして肌で感じてきた三浦大知さ

んと、宇宙飛行士の活動を地上から支えるフライトディレクタの経験

も豊富な有人宇宙技術部門長・松浦真弓が、その問いに向き合った。

三浦大知

×
MIURA DAICHI

＼ アーティスト ／

＼ JAXA理事・有人宇宙技術部門長 ／

撮影：田上浩一　ヘアメイク（三浦大知）：佐藤貴行（KIDMAN CREATIVE）
スタイリング（三浦大知）：村田友哉（SMB International.）　構成・文：水島七恵

松浦真弓
MATSUURA MAYUMI

次世代の無人補給機HTV-X 1号機 のミッ
ションマーク。HTV-Xの外観の大きな特徴
とも言えるサービスモジュールの形状をモ
チーフとした八角形をベースとし、地球から
ISS、その先にある月にまっすぐ向かう
HTV-Xの堂 と々した姿が表現されている。
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　　　　知れば知るほど、宇宙が自分の生活に結
びついているんですよね。
　　　　結びつきが深まるほど、「どこからが宇宙な
のか？」という問いも出てきます。技術的には、高度
100kmから上を宇宙と呼びますが、地球自体は宇
宙空間に浮かんでいるじゃないですか。ということ
は、いま私たちがいる「ここ」も宇宙、ですよね。だ
からもし「宇宙人はいますか？」と聞かれたら、私は
「いるでしょう、ここに」って答えたくなります。
　　　　他の星から見れば、確かに私たちは宇宙
人ですよね。
　　　　「地球」と「宇宙」を切り離して考えるので
はなく、「地球も宇宙の一部」として捉えてみる。宇
宙というと、地球からどんどん遠く離れていくイメー
ジを持たれることが多いですが、宇宙活動は地球
と深く結びついています。ISSでも、宇宙探査でも、
そこで得られる技術や知見は、地球上でも活用さ
れることになります。ところで、約50年ぶりに人類
を月へ送り、持続可能な活動基盤を築く「アルテミ
ス計画」では、日米両国政府の合意により、日本人
宇宙飛行士を月面に連れていくことになっています。
早ければ2028年に実現する可能性があります。
　　　　日本人が月に到達する日が、すぐそこまで
来ているんですね。
　　　　はい。JAXAが国際宇宙ステーション
（ISS）で培ってきた経験やチームワーク、NASAと
の連携を基に、今後は月や火星を目指す有人宇宙

んですよね。
　　　　その空気が裂けるような音も含めて、
JAXAの皆さんが日々向き合っているスケールは本
当にすごいなと。
　　　　とんでもないことをしているなって思いま
すね。
　　　　はい、僕はここ数年「だいち」を通じて地
球に目を向ける、本当に貴重な時間を過ごさせて
もらいましたが、今日は一転して宇宙をぐっと身
近に感じる時間になりました。松浦さんのご案内
のもと管制室を見学したとき、「ここも宇宙の一部
だな」って思いました。
　　　　私も管制室は宇宙の一部だなって思って
います。
　　　　地上にいながら宇宙を感じる感覚は、
JAXA職員の方 と々対話をするなかで少しずつ芽
生えてきたものです。
　　　　とても素敵ですね。宇宙と聞くと、遠い
存在に感じてしまうものですが、三浦さんが感じら
れたように実際にはすごく身近にあるものです。生
活に欠かせなくなったスマートフォンやカーナビは
GPSに繋がっていますし、テレビをつければ衛星
放送が流れています。台風の予報にも気象衛星「ひ
まわり」が使われていますし、私たちの生活のあら
ゆるところに宇宙からの技術が関わっています。も
し今それがなくなってしまったら、昭和より前の時
代に突然逆戻りしてしまって、大混乱になります。

　　　　「だいち」シリーズ衛星について深く知るた
めに、筑波宇宙センターや種子島宇宙センター、
沖縄宇宙通信所など、さまざまな場所を訪れ、職
員の皆さんに直接お話を伺う機会をいただきまし
た。そこで改めて、私たちの生活がいかに人工衛
星によって支えられているのかを実感しましたし、
JAXAのプロジェクトはどれも本当にスケールが大
きい。見学する度に驚かされっぱなしでした。
　　　　確かにスケールは大きいですね。ロケット
を目の前にしても本当に涙が出るくらいですよね。
　　　　そうなんです。種子島宇宙センターの組み
立て棟で準備していたH3ロケットを見学させてい
ただいたときも「すごく大きいですね～！」と感動して
いたら、「これは全体の中の一部分です」と言われ
て、また驚いたり（笑）。
　　　　「だいち」本体もかなり大きいですが、それ
でもロケットに搭載されるときには、ロケットの先端
部分に収まるので、全体から見るとほんの一部に
すぎないんですよね。
　　　　はい、そして20階建てのビルぐらい大き
なH3ロケットが「だいち」を乗せて打ち上げられた
途端に10秒もしないうちに視界から消えてしまっ
て、そのスピードと迫力に圧倒されました。
　　　　少し遅れて、バリバリと轟音が響いてくる

活動が進んでいきます。「アポロ計画」でアームストロ
ング船長が月に降り立った瞬間のように、今度は日
本人が月面に立つ姿を想像すると、ちょっと鳥肌が
立ちますね。

　　　　現在のポジションに就く前、私はISSの「き
ぼう」日本実験棟（JAXAが開発した有人宇宙施
設）や、「きぼう」に補給物資を運ぶための無人の補
給機「こうのとり」を地上から管制するチームを統括
するフライトディレクタを務めていました。ですので、
「アルテミス計画」のような国際宇宙探査に直接関わ
るようになったのは最近のことですが、人類はなぜ
月や火星を目指すのか？ その問いに対する自分なり
の答えは、実はまだはっきりとは見つかっていない
んです。もちろん、私自身も月や火星に行ってみた
いと思いますが、「それはなぜ？」と問われると、まだ
明確な答えは出せません。ただ、それでもひとつ感
じているのは、人間という生き物は、少しずつ行動
範囲を広げていくものだということです。最初は家
の中から始まり、次に学校、町、国へと広がり、
さらにその先へ進みたくなる。その「もっと遠くへ行
きたい」という欲求は、人間の本能に根ざしたもの
ですし、まるで遺伝子に組み込まれたプログラムの
ようだと感じています。そして、その延長にこそ、
人類が月や火星を目指す理由があるのではないか

と思うんです。
　　　　確かに、「なぜ遠くへ行きたいのか？」とい
う問いには、僕もすぐには答えられないですね。で
もその「行きたい」という気持ちは、「知りたい」という
欲求に繋がっている気がします。僕もものづくりを
する中で、「自分にしかできないことは何だろう？」と
か「まだ誰もやっていない表現は？」といった問いに
向き合っています。人は常に新しいものを求め、未
知の世界に触れたいという欲望がある。それがさら
に「自分で創り出したい」という想いに繋がっている
んじゃないかと思います。
　　　　三浦さんが向き合っている問いの方が、
はるかに難しいですね。月や火星は目に見える目
標なので、物理的にそこに到達すればいいですが、
三浦さんが挑戦しているのは、形も正解もない世
界です。表現者というのは、本当にすごい世界に
生きているんだなと感じました。
　　　　確かに、エンターテインメントの世界には
「正解」がないので、自分でゴールを設定するしかあ
りません。それに、活動を続けるほど「わからない」
という感覚が強くなっていくんです。知識や経験を
積むほど、自分がどれだけ知らないかに気づかさ
れる。でも、その「わからなさ」が新しい挑戦への
原動力になる。そこはJAXAの研究や取り組みと
共通している部分があるんじゃないかと思います。
　　　　まさにそうですね。人類が知っている「宇
宙」は、全体の5％にも満たないんですから。
　　　　そうですよね。人類が「宇宙」と呼んでいる
その先には、何があるのかもまだわかっていない。
ほとんど未知の領域ですもんね。
　　　　正解のないなかで、三浦さんが目指す表
現はどんなものなのでしょう。
　　　　僕は、自分が媒介者であれたらいいなと
思っています。音楽やダンス、表現と、それを受け取っ

でも、やっぱり宇宙といえば、まず月が思い浮かび
ますね。
　　　　月では重力が地球の6分の1になりますし、
さらに月へ向かっている途中は無重力になります。
そういった状況のなかで三浦さんの表現活動がどん
なふうに転換すると思いますか？
　　　　動きの速さや感覚がどう変わるのか気に
なります。地球上での振り付けは通用しなくなるの
で、実際に体を動かしてどんな感覚になるかを知り
たいです。無重力や6分の1の重力で踊るとなると、
ふわっと浮かぶようなイメージがありますが、実際に
行ったらそんなに簡単には浮いたり跳ねたりできな
いかもしれません（笑）。
　　　　月面を歩く「アポロ計画」の頃の宇宙飛行
士の映像が有名ですが、そのとき宇宙飛行士が着
用していた船外宇宙服は約100キロはあったと思
います。月の重力で軽くなっても、10～20キロほ
どの重量は残ります。ダイビングギアを背負っている
ようなものですが、それでもあんなに軽快に動ける
宇宙飛行士はすごいなあと。三浦さんが宇宙服を
着て6分の1の重力で音楽を表現するとしたら、どん
な感じになるのか。想像するだけでわくわくします
ね。
　　　　ちょうど「だいち」シリーズ衛星のアン
バサダーを務めるお話をいただいた頃に、
「Spacewalk」という楽曲のミュージックビデオ
を撮影していたんです。その歌詞のなかには「無

てくれる人たちの間に、自分というフィルターがあっ
て、そのフィルターを通して何かが伝わる。自分の
輪郭はそこで溶けて曖昧になるイメージです。そも
そもエンターテインメントって、心の栄養のようなも
のだと思うんです。生きるために絶対必要なもので
はないかもしれないけれど、これがないと、きっと
生きている実感が薄れてしまうんじゃないかと。
　　　　宇宙でも、心の栄養は欠かせませんね。
　　　　宇宙飛行士の皆さんも、宇宙空間で趣味
や遊びを楽しむ時間はあるんですか？
　　　　はい、例えば楽器を持ち込む宇宙飛行士
もいますし、皆それぞれ何かしら楽しんでいると思
います。もちろん、彼らは日 と々てもタイトなスケ
ジュールで動いていますが、夕方の報告会が終わ
ると、それ以降は仕事の連絡は一切しないという時
間が設けられているんです。その時間に、「きぼう」
日本実験棟の中で一人野球をしているかもしれませ
んね。自分で投げて、自分で打って、無重力の中
でゆっくりと飛ぶボールを見ながら、自分でキャッチ
する。そんな遊び方をしているかもしれません（笑）。
　　　　遊びは必要ですよね。
　　　　本当にそうです。これから月や火星に行く
宇宙飛行士たちにも、エンタメの訓練を取り入れて
もいいかもしれないなと思います。そうした人間ら
しい柔らかな部分こそが、宇宙で人類が活動する
上で重要な役割を果たすと思います。

　　　　三浦さんは、地球の外側の宇宙へ行って
みたいですか？
　　　　行ってみたいです。いったんは、月に。「いっ
たん」とか気軽に言える話じゃありませんが（笑）、

重力」という言葉が出てきますが、それは比喩的な
意味で使いました。好きなことや音楽に没頭して
いると、日常の枠を超えた自由を感じる感覚があっ
て、それを宇宙に漂うイメージとして表現したんで
す。でも、もし本当の無重力を体験したら、全然
違う楽曲が生まれると思います。あと、宇宙という
と音が気になります。もちろん空気がないから無
音だとは思うんですけど。
　　　　音はしないですね。
　　　　でも、たとえ音が聞こえなくても、肌で感
じる「音」がきっとあるような気がするんです。
　　　　なるほど、さすがですね。例えば宇宙服
を着て、月の表面にぽつんと一人で立ってみたら、
自分の心臓の音や鼻息だけを感じるかもしれませ
ん。そのとき音楽という概念はどうなってしまうんで
しょうね。
　　　　どうなるんでしょうね。でも、その環境で
もきっと何かを見つけ出して、表現しようとすると思
います。
　　　　以前、三浦さんは無音のなかでシンクロ
ダンスをされていましたよね。
　　　　あれも、音がない状況で何が起こるのか
を知りたくてやってみたんです。たとえ無音の中で
踊っていても、その動きを観ているうちに音が聞こ
えてくるような感覚が生じたらおもしろいなって。
　　　　無音と言っても、地球では体が擦れる音
や足音が聞こえますよね。でも、宇宙だと本当に

何も聞こえなくなります。
　　　　そうですよね。いつかそこで踊る日が来る
ことを想像したいです。松浦さんは宇宙に行ってみ
たいですか？
　　　　行きたいです。ただ、仕事でなければ（笑）。
宇宙飛行士の仕事は本当に過酷ですから。
　　　　準備も相当大変そうですし、背負うもの
が多いですね。
　　　　準備だけでも相当大変ですし、ISSでは
一日中、分刻みのスケジュールです。あの生活は私
には無理かもしれません（笑）。でも、もし仕事抜き
で「行っていいよ」と言われたら、ぜひ行ってみたい
ですね。以前は、毎年夏休みは沖縄でダイビングを
していたんですが、魚を見るよりも無重力感覚を楽
しんでいるぐらいなので。
　　　　深海と宇宙、共通する部分がやっぱりあ
るんですね。
　　　　そうですね。電波か音波かの違いはありま
すが、どちらも簡単に行けない場所ですし、帰りた
いと思っても計画が必要です。リスクを背負って行
くという点でも、深海と宇宙は共通していると思い
ます。

「きぼう」日本実験棟（背景写真）は、日本初の有人宇宙実験施設であり、
ISSの中でも、最大の実験モジュールとなる。宇宙飛行士は普段着で
ISSの他のモジュールと行き来をすることができる。

2024年8月撮影時、ISSに滞在していた第71次長期滞在クルーたち。
なお、写真には写っていないが、他にも2名が共に滞在していた。

運用中の国際宇宙ステーション（ISS）「きぼ
う」日本実験棟の運用管制室（写真）を見学
する三浦さん（右）と松浦（左）。管制室は、
2008年の「きぼう」稼働開始以来、東日本
大震災や新型コロナ感染拡大時期も含め、
1日も休まず24時間体制で「きぼう」を見守り
続けている。

なぜ、人は宇宙を目指すのだろう?

WHY
DO WE

EXPLORE?

2名の日本人宇宙飛行士が、
月に降り立つ未来

人類が月や火星を目指すその理由

三浦

三浦

三浦

松浦

松浦

松浦

三浦

松浦

三浦

三浦

松浦

松浦

三浦

松浦

三浦

松浦

松浦

三浦

松浦



対談の続きはこちら
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　　　　知れば知るほど、宇宙が自分の生活に結
びついているんですよね。
　　　　結びつきが深まるほど、「どこからが宇宙な
のか？」という問いも出てきます。技術的には、高度
100kmから上を宇宙と呼びますが、地球自体は宇
宙空間に浮かんでいるじゃないですか。ということ
は、いま私たちがいる「ここ」も宇宙、ですよね。だ
からもし「宇宙人はいますか？」と聞かれたら、私は
「いるでしょう、ここに」って答えたくなります。
　　　　他の星から見れば、確かに私たちは宇宙
人ですよね。
　　　　「地球」と「宇宙」を切り離して考えるので
はなく、「地球も宇宙の一部」として捉えてみる。宇
宙というと、地球からどんどん遠く離れていくイメー
ジを持たれることが多いですが、宇宙活動は地球
と深く結びついています。ISSでも、宇宙探査でも、
そこで得られる技術や知見は、地球上でも活用さ
れることになります。ところで、約50年ぶりに人類
を月へ送り、持続可能な活動基盤を築く「アルテミ
ス計画」では、日米両国政府の合意により、日本人
宇宙飛行士を月面に連れていくことになっています。
早ければ2028年に実現する可能性があります。
　　　　日本人が月に到達する日が、すぐそこまで
来ているんですね。
　　　　はい。JAXAが国際宇宙ステーション
（ISS）で培ってきた経験やチームワーク、NASAと
の連携を基に、今後は月や火星を目指す有人宇宙

んですよね。
　　　　その空気が裂けるような音も含めて、
JAXAの皆さんが日々向き合っているスケールは本
当にすごいなと。
　　　　とんでもないことをしているなって思いま
すね。
　　　　はい、僕はここ数年「だいち」を通じて地
球に目を向ける、本当に貴重な時間を過ごさせて
もらいましたが、今日は一転して宇宙をぐっと身
近に感じる時間になりました。松浦さんのご案内
のもと管制室を見学したとき、「ここも宇宙の一部
だな」って思いました。
　　　　私も管制室は宇宙の一部だなって思って
います。
　　　　地上にいながら宇宙を感じる感覚は、
JAXA職員の方 と々対話をするなかで少しずつ芽
生えてきたものです。
　　　　とても素敵ですね。宇宙と聞くと、遠い
存在に感じてしまうものですが、三浦さんが感じら
れたように実際にはすごく身近にあるものです。生
活に欠かせなくなったスマートフォンやカーナビは
GPSに繋がっていますし、テレビをつければ衛星
放送が流れています。台風の予報にも気象衛星「ひ
まわり」が使われていますし、私たちの生活のあら
ゆるところに宇宙からの技術が関わっています。も
し今それがなくなってしまったら、昭和より前の時
代に突然逆戻りしてしまって、大混乱になります。

　　　　「だいち」シリーズ衛星について深く知るた
めに、筑波宇宙センターや種子島宇宙センター、
沖縄宇宙通信所など、さまざまな場所を訪れ、職
員の皆さんに直接お話を伺う機会をいただきまし
た。そこで改めて、私たちの生活がいかに人工衛
星によって支えられているのかを実感しましたし、
JAXAのプロジェクトはどれも本当にスケールが大
きい。見学する度に驚かされっぱなしでした。
　　　　確かにスケールは大きいですね。ロケット
を目の前にしても本当に涙が出るくらいですよね。
　　　　そうなんです。種子島宇宙センターの組み
立て棟で準備していたH3ロケットを見学させてい
ただいたときも「すごく大きいですね～！」と感動して
いたら、「これは全体の中の一部分です」と言われ
て、また驚いたり（笑）。
　　　　「だいち」本体もかなり大きいですが、それ
でもロケットに搭載されるときには、ロケットの先端
部分に収まるので、全体から見るとほんの一部に
すぎないんですよね。
　　　　はい、そして20階建てのビルぐらい大き
なH3ロケットが「だいち」を乗せて打ち上げられた
途端に10秒もしないうちに視界から消えてしまっ
て、そのスピードと迫力に圧倒されました。
　　　　少し遅れて、バリバリと轟音が響いてくる

活動が進んでいきます。「アポロ計画」でアームストロ
ング船長が月に降り立った瞬間のように、今度は日
本人が月面に立つ姿を想像すると、ちょっと鳥肌が
立ちますね。

　　　　現在のポジションに就く前、私はISSの「き
ぼう」日本実験棟（JAXAが開発した有人宇宙施
設）や、「きぼう」に補給物資を運ぶための無人の補
給機「こうのとり」を地上から管制するチームを統括
するフライトディレクタを務めていました。ですので、
「アルテミス計画」のような国際宇宙探査に直接関わ
るようになったのは最近のことですが、人類はなぜ
月や火星を目指すのか？ その問いに対する自分なり
の答えは、実はまだはっきりとは見つかっていない
んです。もちろん、私自身も月や火星に行ってみた
いと思いますが、「それはなぜ？」と問われると、まだ
明確な答えは出せません。ただ、それでもひとつ感
じているのは、人間という生き物は、少しずつ行動
範囲を広げていくものだということです。最初は家
の中から始まり、次に学校、町、国へと広がり、
さらにその先へ進みたくなる。その「もっと遠くへ行
きたい」という欲求は、人間の本能に根ざしたもの
ですし、まるで遺伝子に組み込まれたプログラムの
ようだと感じています。そして、その延長にこそ、
人類が月や火星を目指す理由があるのではないか

と思うんです。
　　　　確かに、「なぜ遠くへ行きたいのか？」とい
う問いには、僕もすぐには答えられないですね。で
もその「行きたい」という気持ちは、「知りたい」という
欲求に繋がっている気がします。僕もものづくりを
する中で、「自分にしかできないことは何だろう？」と
か「まだ誰もやっていない表現は？」といった問いに
向き合っています。人は常に新しいものを求め、未
知の世界に触れたいという欲望がある。それがさら
に「自分で創り出したい」という想いに繋がっている
んじゃないかと思います。
　　　　三浦さんが向き合っている問いの方が、
はるかに難しいですね。月や火星は目に見える目
標なので、物理的にそこに到達すればいいですが、
三浦さんが挑戦しているのは、形も正解もない世
界です。表現者というのは、本当にすごい世界に
生きているんだなと感じました。
　　　　確かに、エンターテインメントの世界には
「正解」がないので、自分でゴールを設定するしかあ
りません。それに、活動を続けるほど「わからない」
という感覚が強くなっていくんです。知識や経験を
積むほど、自分がどれだけ知らないかに気づかさ
れる。でも、その「わからなさ」が新しい挑戦への
原動力になる。そこはJAXAの研究や取り組みと
共通している部分があるんじゃないかと思います。
　　　　まさにそうですね。人類が知っている「宇
宙」は、全体の5％にも満たないんですから。
　　　　そうですよね。人類が「宇宙」と呼んでいる
その先には、何があるのかもまだわかっていない。
ほとんど未知の領域ですもんね。
　　　　正解のないなかで、三浦さんが目指す表
現はどんなものなのでしょう。
　　　　僕は、自分が媒介者であれたらいいなと
思っています。音楽やダンス、表現と、それを受け取っ

でも、やっぱり宇宙といえば、まず月が思い浮かび
ますね。
　　　　月では重力が地球の6分の1になりますし、
さらに月へ向かっている途中は無重力になります。
そういった状況のなかで三浦さんの表現活動がどん
なふうに転換すると思いますか？
　　　　動きの速さや感覚がどう変わるのか気に
なります。地球上での振り付けは通用しなくなるの
で、実際に体を動かしてどんな感覚になるかを知り
たいです。無重力や6分の1の重力で踊るとなると、
ふわっと浮かぶようなイメージがありますが、実際に
行ったらそんなに簡単には浮いたり跳ねたりできな
いかもしれません（笑）。
　　　　月面を歩く「アポロ計画」の頃の宇宙飛行
士の映像が有名ですが、そのとき宇宙飛行士が着
用していた船外宇宙服は約100キロはあったと思
います。月の重力で軽くなっても、10～20キロほ
どの重量は残ります。ダイビングギアを背負っている
ようなものですが、それでもあんなに軽快に動ける
宇宙飛行士はすごいなあと。三浦さんが宇宙服を
着て6分の1の重力で音楽を表現するとしたら、どん
な感じになるのか。想像するだけでわくわくします
ね。
　　　　ちょうど「だいち」シリーズ衛星のアン
バサダーを務めるお話をいただいた頃に、
「Spacewalk」という楽曲のミュージックビデオ
を撮影していたんです。その歌詞のなかには「無

てくれる人たちの間に、自分というフィルターがあっ
て、そのフィルターを通して何かが伝わる。自分の
輪郭はそこで溶けて曖昧になるイメージです。そも
そもエンターテインメントって、心の栄養のようなも
のだと思うんです。生きるために絶対必要なもので
はないかもしれないけれど、これがないと、きっと
生きている実感が薄れてしまうんじゃないかと。
　　　　宇宙でも、心の栄養は欠かせませんね。
　　　　宇宙飛行士の皆さんも、宇宙空間で趣味
や遊びを楽しむ時間はあるんですか？
　　　　はい、例えば楽器を持ち込む宇宙飛行士
もいますし、皆それぞれ何かしら楽しんでいると思
います。もちろん、彼らは日 と々てもタイトなスケ
ジュールで動いていますが、夕方の報告会が終わ
ると、それ以降は仕事の連絡は一切しないという時
間が設けられているんです。その時間に、「きぼう」
日本実験棟の中で一人野球をしているかもしれませ
んね。自分で投げて、自分で打って、無重力の中
でゆっくりと飛ぶボールを見ながら、自分でキャッチ
する。そんな遊び方をしているかもしれません（笑）。
　　　　遊びは必要ですよね。
　　　　本当にそうです。これから月や火星に行く
宇宙飛行士たちにも、エンタメの訓練を取り入れて
もいいかもしれないなと思います。そうした人間ら
しい柔らかな部分こそが、宇宙で人類が活動する
上で重要な役割を果たすと思います。

　　　　三浦さんは、地球の外側の宇宙へ行って
みたいですか？
　　　　行ってみたいです。いったんは、月に。「いっ
たん」とか気軽に言える話じゃありませんが（笑）、

重力」という言葉が出てきますが、それは比喩的な
意味で使いました。好きなことや音楽に没頭して
いると、日常の枠を超えた自由を感じる感覚があっ
て、それを宇宙に漂うイメージとして表現したんで
す。でも、もし本当の無重力を体験したら、全然
違う楽曲が生まれると思います。あと、宇宙という
と音が気になります。もちろん空気がないから無
音だとは思うんですけど。
　　　　音はしないですね。
　　　　でも、たとえ音が聞こえなくても、肌で感
じる「音」がきっとあるような気がするんです。
　　　　なるほど、さすがですね。例えば宇宙服
を着て、月の表面にぽつんと一人で立ってみたら、
自分の心臓の音や鼻息だけを感じるかもしれませ
ん。そのとき音楽という概念はどうなってしまうんで
しょうね。
　　　　どうなるんでしょうね。でも、その環境で
もきっと何かを見つけ出して、表現しようとすると思
います。
　　　　以前、三浦さんは無音のなかでシンクロ
ダンスをされていましたよね。
　　　　あれも、音がない状況で何が起こるのか
を知りたくてやってみたんです。たとえ無音の中で
踊っていても、その動きを観ているうちに音が聞こ
えてくるような感覚が生じたらおもしろいなって。
　　　　無音と言っても、地球では体が擦れる音
や足音が聞こえますよね。でも、宇宙だと本当に

何も聞こえなくなります。
　　　　そうですよね。いつかそこで踊る日が来る
ことを想像したいです。松浦さんは宇宙に行ってみ
たいですか？
　　　　行きたいです。ただ、仕事でなければ（笑）。
宇宙飛行士の仕事は本当に過酷ですから。
　　　　準備も相当大変そうですし、背負うもの
が多いですね。
　　　　準備だけでも相当大変ですし、ISSでは
一日中、分刻みのスケジュールです。あの生活は私
には無理かもしれません（笑）。でも、もし仕事抜き
で「行っていいよ」と言われたら、ぜひ行ってみたい
ですね。以前は、毎年夏休みは沖縄でダイビングを
していたんですが、魚を見るよりも無重力感覚を楽
しんでいるぐらいなので。
　　　　深海と宇宙、共通する部分がやっぱりあ
るんですね。
　　　　そうですね。電波か音波かの違いはありま
すが、どちらも簡単に行けない場所ですし、帰りた
いと思っても計画が必要です。リスクを背負って行
くという点でも、深海と宇宙は共通していると思い
ます。

松浦は初代の有人宇宙ミッションのフライトディレクタ（運用管
制チームの指揮官の一人、リーダ管制員）として、「きぼう」日本
実験棟の運用を指揮し、「こうのとり」5号機のリードフライトディ
レクタも務め、ミッションを成功に導いた。

ISSへの物資輸送の全ミッションを完遂し、2020年に退役した無人補給機「こうのとり」。その意志を受け継ぐ次世代の無人補給機
HTV-X の運用管制室を見学する三浦さんと松浦。

三浦大知
アーティスト

MIURA 
Daichi

沖縄県出身。1997年、Folderのメインボーカルとしてデビュー。
2005年3月には、シングル「Keep It Goin' On」でソロデビューを
果たす。以来、天性の歌声と世界レベルのダンスパフォーマンスで人々
を魅了し続け、日本を代表するエンターテイナーとしての地位を確立。
2024年パリオリンピックに挑むTEAM JAPANの公式応援ソングと
して、新曲「心拍音」を書き下ろし、2024年7月に配信リリース。また、
DAICHI MIURA ARENA LIVE 2024 と LIVE TOUR 2023

「OVER」のDVD&Blu-rayが同年8月にリリースされた。

松浦真弓

JAXA理事
有人宇宙技術部門長

MATSUURA
Mayumi

埼玉県出身。入社以来、人工衛星の追跡管制、ロケットの打ち上
げ管制、国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟や補給機「こうの
とり」の運用管制、スペースデブリを観測するSSAシステム整備等を担
当。現在、有人宇宙技術部門、宇宙探査イノベーションハブ、国際
宇宙探査センター担当理事。

三浦さんは「だいち」シリーズ衛星イメージソン
グ「ALOS」を書き下ろした。ミュージックビデ
オの撮影は筑波宇宙センターでも行われた。
写真はそのジャケットで、「だいち」初号機が宇
宙から初めて撮影した1枚。

JAXA宇宙飛行士たちの写真が飾られて
いる宇宙飛行士養成棟。養成棟では宇宙
飛行士の選抜から養成訓練、健康管理、
そして宇宙での長期滞在のための宇宙医
学研究も行われている。
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人類初の月面着陸から、およそ半世紀。アメリカが主導する「アルテミス計画」において、2030年前後に日本人宇宙飛行士2名が月に降り立つこ
とが合意され、活動拠点としての月がいよいよ想像できるようになってきた。JAXA宇宙探査イノベーションハブ（以下、探査ハブ）では、民間企業
等と連携し、月面基地や月を足がかりとし、将来的には火星探査を視野に入れた技術研究を行っている。これまで雲を掴むような話だった「人が月
に滞在する」ということを目指して進められる、月、そして火星をも見据えた研究開発について、探査ハブの副ハブ長・川崎治に語ってもらった。

―月に滞在することが、目下の目標として掲げ
られる今。探査ハブがJAXAの中で担っている役
割を教えてください。
探査ハブは、月・火星探査において今後必要にな
ると考えられる技術を見出し、研究開発を行ってい
ます。「アルテミス計画」をはじめとして、有人が月
へ行く・滞在するということが、ここ数年で、本当に
手触りのあるものになってきました。JAXA国際宇
宙探査センターが策定する「国際宇宙探査シナリオ
（案）」や、「アルテミス計画」の中で描かれているロー
ドマップには、これより10年先からもっとその先に
わたって展開されていく月・火星探査の未来図があ
ります。私たちは、そこに描かれている月面基地や、
有人による火星探査を実現させていく上で、10～
20年先を中心に、必要となっていくだろう技術や
あるべき姿に対する課題に今どのようにアプローチ
するかを考え、民間企業等と連携した研究開発を
行っています。
―現在描かれている月・火星探査の未来図と
は、どんなものなのでしょうか？ 
アルテミス計画では、宇宙飛行士2人ほどが着陸し
た後、10日程度の滞在から徐 に々滞在期間を伸ば
していき、最終的には宇宙飛行士は1年以上の常
駐した活動になるでしょう。私たちが10年先くらい
に描いているのは、こうしたイメージです。
さらにその先の月面基地は、みなさんがイメージす
るものにまさしく似ており、数十人以上の人が定常
的に暮らし、コミュニティが形成されていくような形
になると思います。人 は々、その基地を拠点として、
さらに遠くの火星への探査に踏み出していきます。
そんな将来を描きながら、今はまず、人々が地球と
同じように滞在できる「充実・快適さ」の手前にある、
「生き延びる」ための環境整備に主軸を置いた研究
開発を進めているところです。
―具体的な研究について、ぜひ教えてください。 
例えば、月表面にある「レゴリス」という砂を活用す
る技術。今は月面に1kgの物を持っていこうとする
と、輸送費に約1億～2億円かかると言われていま
す。月面着陸が現実的になってきたといえども、や
はり月は遠く、物を運ぶのは簡単ではありません。

将来的には、月面での生活に必要な物資を現地で
調達できるといいですよね。レゴリスにはシリコンや
鉄などの金属成分が含まれているので、それらを
抽出する技術を確立することでさまざまな材料をつ
くることができます。
他にも、地上での生活で欠かせないエネルギー。「ス
イッチを押したら電気が灯る」というのは、私たちの
生活では当たり前のインフラです。地上では、発
電所や変電所があり、電線を通り、各活動場所に
電力が届く。その過程を管理する電力会社があり
ます。この形態は究極の月面での姿でしょう。とは
いえ、この姿は簡単ではなくて、例えば、地球から
重くて長い電線を持ち込むのは非現実的で、月面
特有の技術として無線やレーザーを使った送電技術
の研究も行っています。
今は月面環境で暮らすことを実現するために、現
実的に想定することで見えてきた、４つの領域につ
いて研究開発を進めています。（各領域については下
欄を参照）

―研究開発を進めていく中で、月面環境と地
上との違いに驚くこともありそうです。
まさに、そうですね。月面での滞在をゼロから組み
立てていこうとすると、地球環境とはまったく異なる
前提に、たびたび悩まされます。
特に、月面においてネックとなるのは、太陽から降
り注ぐ放射線です。地球上では、地球を取り囲む
磁場がシェルターのように長い地球の歴史で生物を
守ってきました。私たちの日常生活では、太陽を
はじめとした宇宙の放射線によって健康を損なう心
配はありません。しかし月面となると、月の磁場は
地球に比べて非常に微弱といわれており、放射
線から守ってくれる役割を担うものがありません。
地球上では考える必要のない種類の放射線も降り
注ぎ、人体に対しては、試算の結果、地球上の
200倍の影響があるとも言われています。物資に
対しても同様で、例えば私たちが普段使っているプ
ラスチックは、月面に持っていくとすぐにボロボロに
なってしまいます。放射線に強い素材を使って、性
能の高い製品をつくることも必要な研究ですね。
地球上と月面とでは他にも、空気の有無や重力、

温度などの違いもあり、人々が安全・安心に月面で
滞在するには多くのハードルがあります。より具体
的に研究していくほどに、月面環境の厳しさ、地上
との違いを目の当たりにします。
―なるほど。未踏の地ならではの難しさですね。
そうですね。だからこそ探査ハブの意義は、地上
の技術を探査に応用する民間企業との協働にあり
ます。
月も火星も、程度は異なりますが、地球と同じく重
力のある天体です。民間企業や大学などの研究機
関が地上で有する技術を応用できる可能性があり
ます。これらの方 と々JAXAそれぞれが持つ知恵・
ヒト・モノを同じテーブルに乗せ、同じ視座で捉えた
共同研究を実施することによって、その可能性を
日々模索しています。
必要に応じて探査ハブが持つ様々な研究設備や施
設、例えば、月面や火星などの重力天体を模した
「探査フィールド」と呼ばれる試験設備などを使いな
がら、月面環境に耐えうる、あるいはより高度で革
新的な技術や素材を創り出すことを、みなさんと共
に研究しています。
探査ハブの重要な使命のひとつは、これまで宇宙と
接点のなかった企業や大学などの研究機関の皆様
に、研究開発の場面として宇宙に興味を持っていた
だき、そこに参加いただくことです。将来的な月・火
星探査には、JAXAやNASAなどの専門機関だけ
ではなく、そこを人類活動の場として積極的に考え
ていただく民間企業や研究機関さんの参画が必須。
宇宙での事業展開を考えていくことで、民間企業の
みなさんが培う技術にも、実りのあるフィードバック
があるといいですよね。それが結果的に、月・火星
の探査や開発を加速させることにもなると思います。

―民間企業による開発もますます進められてい
くと、宇宙飛行士だけでなく、私たち一般生活者
が月面着陸するのも夢ではなくなってきますね。
50年以上先には、今想定している月面拠点が広
がり、一般の人たちも月に行ったり生活できる状況
にきっとなっていると信じています。宇宙飛行士の
ような訓練を受けていない人々が多く月面に行くこ
とを想像すると、そこで育まれるだろう社会的コミュ

ニティについても考えていく必要が出てきます。い
ろんな国々の、いろんな考え方を持つ人間が、数
十人単位で月面に滞在するとき、閉鎖された小さ
な居住空間（モジュール）ではきっと困難があるで
しょう。例えば、今の国際宇宙ステーションもそう
ですが、月面でも「仕事に飽きて、ぷらっと外に出
て夜風に当たって気分を変える」ということもできま
せん。私感ですが、そうした環境で、人の心は健
全でいられるのだろうか？と考えることもありますね。
―滞在の先にある「住む」ことも考えていくと、
生命維持だけではなく、地上で感じている「豊かさ」
の設計も必要になりますね。
はい。探査ハブで、民間企業から技術開発のアイ
デアを募集すると、いわゆる娯楽、エンターテイン
メントを提供する環境を開発したいという提案も
度々あります。そんなシナリオも念頭に目下の研究
開発を進めていくことは、とても大切だと思います。
―ちなみに、川崎さんは月で暮らしてみたいで
すか？ 
そうですね、行ってみたいです。ただ、私はお酒が
好きなので、壮大な宇宙を背景にお酒が飲めないと
なると、嫌かもしれません（笑）。この先、どれだけ
月面での娯楽が開発されても、地球と同じようには
いかないだろうと思います。それでも「行ったことが
ないところに行ってみたい」と思うのは、やはり人間
の根源的な欲求なのでしょう。地球上の豊かさを実
現することを望みつつも、不自由さは好奇心で超え
ていく。軽自動車よりも狭いポッドに、3人の人間が
体を押し込んで1週間以上を過ごし、月を目指したの
がアポロ計画でした。その価値を誰もが信じて力を
合わせたのです。そうして私たちを突き動かしたもの
が、人類の宇宙へ向かう原動力なのだと思います。

小型月着陸実証機（SLIM）に搭載された、
世界最小・最軽量の月面探査ロボット
「SORA-Q」。SLIMの撮影を完全自動・
自律で行った技術は、今後の月面探査に
も活かされていく。

空気がない （真空）

月の 一日 は
平均 約29.5日 の周期で

昼夜を繰り返す

重力 は、地球の 約6分の１

人体に対して、年間、
約420mSv（地球上の200倍）とも
いわれる 放射線 が降り注ぐ（注 1）

レゴリス という火山灰のような
細かい粒子 に覆われている。
室内に持ち込んで吸い込むと
人体に悪影響 がある

絵・市村柚芽　文・熊谷麻那

変形型月面ロボットSORA-Q
［ タカラトミー他 ］ 月面拠点の自動化施工 ［ 鹿島建設／芝浦工業大学 ］

ハビテーション 月面に「住む」を目指して。

宇宙で暮らすには、少人数で簡単に組み
立てられ、かつエネルギー効率の高い拠
点施設が必要。地上における未来志向の
住宅や、有人拠点技術の研究として、南
極の昭和基地をフィールドとして「南極移動
基地ユニット」を製作して実験を行った。

持続可能な新住宅システム
［ ミサワホーム他 ］

月面に人が長期滞在する将来、現地での
食糧生産は必須。小型の袋のなかで、レ
タスを生産する技術実験を、「きぼう」日本
実験棟内において世界で初めて行った。

月面農場 ［ 竹中工務店他 ］宇宙では、ガソリンエンジンを使用できず、
探査車はすべて電気自動車。地球上の様々
な環境を走行するクルマのために開発した
電動4輪制御技術を更に進化させ、細かな
レゴリスの上を走る技術が研究されている。

砂地走破性向上 ［ 日産自動車 ］

月面での活動で最初に必要
な拠点をどうやって建設する
か。地球から遠隔操作で機械
を動かして作業を行うのが良
さそうだが、地球から遠く離
れた月に信号が届くまでには
数秒かかるため、思うように
機械が動かない。そこで、遠
隔操作と機械が自動で作業を
行う技術を組み合わせること
で、月面でも効率よく施工で
きるシステムを開発している。

アセンブリ&マニュファクチャリング
月面基地を造るために。

次世代モビリティ 月面での移動手段を確保するために。次世代エネルギー

全固体リチウムイオン電池 ［ 日立造船 ］

月面での活動には電力源が
必須。広い動作温度範囲
を有する全固体電池を、世
界で初めて宇宙空間（ISS
曝露部）で充放電させ、地
上と同様に問題なく動作す
ることを確認した。

人間の月面活動に欠かせないエネルギーを生み出すために。

知れば知るほど、
月面の厳しさが見えてくる

「スイッチを押したら電気が灯る」を
月で実現するには？

地球上の豊かさを再現しつつ、
不自由さは好奇心で超えていく

月面の温度（赤道付近）は、
昼が110度 、 夜は-170度

代表例

探 査ハブが民間企業と  共に行う研究の一部

宇宙探査イノベーションハブ副ハブ長。1991年宇宙開発
事業団入社。宇宙機の太陽電池や電源系の開発に従事、
国際宇宙ステーションプログラムでHTV（こうのとり）電気
モジュール開発を担当。2021年から宇宙探査イノベーショ
ンハブ研究領域主幹をへて現副ハブ長。

川崎治

宇宙探査イノベーションハブ　
副ハブ長

KAWASAKI Osamu

©キリンホールディングス

国立極地研究所 提供

写真提供：鹿島建設

（注１） https://www.qst.go.jp/site/press/44251.html

©JAXA、タカラトミー、ソニーグループ（株）、同志社大学



遠い星のかけらを、
地球環境から守り抜く
地球外試料キュレーションセンター
（ESCuC）。ここでは、探査ミッションで
得た地球外天体のかけらを、「チャンバ」と
呼ばれる容器の中で管理している。写真
下・箱の中にあるのは、地球から2億
8000万kmのかなたに位置する小惑星
「リュウグウ」のかけら。生命誕生の謎の解
明に近づけるそれは、地球環境に触れぬ
よう細心の注意を払って保管されている。
写真：表 萌々花

詳しくはこちらから
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Far, far away from home;
Protecting asteroid samples from earth environment
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IKAROSサブチーム長、「はやぶさ２」プロ
ジェクトエンジニア、プロジェクトマネージャ
に従事。現在「はやぶさ2」拡張ミッション
チーム長。

津田雄一
TSUDA Yuichi

宇宙科学研究所 教授

中澤暁
NAKAZAWA Satoshi

宇宙科学研究所
上席研究開発員

「かぐや」、BepiColomboなどに携わり、「は
やぶさ2」ではサブマネージャに従事。2020
年のカプセル回収では、オーストラリア現地
で回収班の取りまとめを担当した。
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声優。８１プロデュース所属。主な出演作

は『あんさんぶるスターズ!』深海奏汰

役、『新しい上司はど天然』桃瀬健太

郎役、『わたしの幸せな結婚』辰石幸

次役、『ハロドリ。～HELLO! PROJECT 

25YEARS～』ナレーションなど。2020年

にミニアルバム『CITY』でアーティストとし

てもデビューしている。

［手紙と写真の送り主］

私

西山の地元、神奈川県の海。

宇宙と航空に関わる基礎研究から

開発・利用に至るまで、

JAXAの最新情報をお届け。

取材・文 : 笠井美春　編集 : 武藤晶子

だいち4号について
詳しくはこちら

進レーダ衛星「だいち4号」
（ALOS-4）が、2024年7月1

日、H3ロケット3号機で打ち上げられ
た。地球観測衛星である「だいち4号」
は、地球全体の定期的な観測により、
地殻変動や災害状況の確認、地球環
境の変化や海洋における安全な航海な
どに貢献する。
「打ち上げ後、3日間のクリティカル運
用期間（初期作動確認）はとても緊張し
ました。予定通りに太陽電池パドルや
各アンテナが展開して安定運用が可能
になり、ようやくほっとしましたね」
　プロジェクトマネージャの有川善久は
打ち上げ当時の様子をそう語る。

「だいち4号」は、日本が開発した観
測センサ（Lバンド合成開口レーダ：通
称SAR）により、世界最高レベルの解
像度と観測カバレッジ（広域な観測）で
の観測を実現する。
「SARの観測はアンテナから電波を
発信し、返ってきた情報によって地表
の様子を把握する仕組みです。光学セ
ンサと違い天候や時間帯に左右され
ず、夜でも曇りでも観測することができ
ます」
　すでに宇宙で活躍中の「だいち2号」
から性能を大幅に向上し、観測エリア
が50㎞から200㎞と約4倍に、日本
全域の観測頻度も4回／年から20回

先 ／年に増加する「だいち4号」。
「地震の多い日本では小さな地殻変動
も見逃せません。『だいち』シリーズ衛星
では干渉SARという技術で、2回の観
測結果を比較し、地表の動きを計測し
てきました。『だいち4号』では高頻度の
観測により、これまでの年間数㎝から
年間数㎜に観測精度が大幅に向上しま
した。より細かな変動も見逃さないこと
で、災害被害の最小化に貢献していき
ます」
「だいち2号」は噴火前の地面の隆起
をとらえたり、大雨による浸水箇所を検
知したり、地震による建物被害状況の
推定（例：2023年トルコ地震）などに用

先進レーダ衛星「だいち4号」、宇宙へ

いられてきた。これらの活動を引き継ぎ
つつ「だいち４号」は、森林の木々の量
や、蓄積された炭素量（バイオマス）の
推定などにも貢献したいと、有川は言う。
「『だいち4号』は私たちの生活に役立
つ情報をたくさん持っています。今後は
多くの人にそのデータを使ってもらい、
防災や生活、地球の未来に貢献したい。
『だいち2号・４号』と携わってきたからこ
そ、人々に親しまれる兄弟衛星になって
ほしいと願っています」

持続可能な未来のために小さな変化も見逃さない

第一宇宙技術部門 有川善久
先進レーダ衛星プロジェクトチーム
プロジェクトマネージャ

ARIKAWA Yoshihisa

左上: 「だいち4号」イメージ画像　左下： 「だいち4号」に搭載されたLバンド合成開口レーダによる初観測画像。関東地方および富士山周辺　右： 「だいち4号」に搭載されたLバンド合成開口レーダに
よる初観測画像。種子島宇宙センターのある南種子島 ※画像の一部にノイズが見られるが、地上処理におけるチューニングの実施前であるためであり、今後の運用において最適化を図る予定

新 連 載

管理棟・RCC周辺

発射場
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024年、内閣府、総務省、文
部科学省および経済産業省は

「宇宙戦略基金」をJAXAに創設した。背
景にあるのは、世界各国の宇宙開発競争
が激しくなってきていることなど。これらを
踏まえて国は「産学官で宇宙活動を加速さ
せること」を狙いに、この基金をスタートさ
せた。
　JAXAはこの基金において、企業や大
学など宇宙に関わる団体や、その技術、
人材、情報などを結ぶ「結節点」と位置づ
けられ、産学官の日本の総力を結集する
ことで、日本の宇宙関連市場の拡大、宇
宙における知の探究活動の深化や基盤技
術力の強化、宇宙の利用によって気候変
動をはじめとした地球課題の解決への貢
献などを国はめざしている。
　JAXAの宇宙戦略基金事業部でこの
活動に携わる内木 悟に、JAXAの役割
やこれに伴う変化を聞いた。
「宇宙戦略基金においてJAXAはこれま

での経験、知見を活かして3つの重要な
役割を担います。ひとつ目は政府の基本
方針等に則って適切に公募・採択、評価
等を行うこと。ふたつ目は採択された技術
開発課題をモニタリングし、助言、支援を
行うこと。そして３つ目が新たな技術開発
要素のアイデア募集や調査研究を行い、
政府に情報提供することです」
　こうした役割を担うことはJAXAにもよ
い刺激になりそうだ、と内木は言う。
「民間事業者の皆さんの研究開発に触れ
るなかで、JAXAとは異なる発想方法や
開発手法、事業化の考え方などに出会え
るはず。そのことがJAXAの研究開発に
良い影響を生み、新たな感性や発想を
持った人材が育つきっかけとなるのではな
いでしょうか。また日本社会にとってはス
タートアップをはじめ民間企業や大学等が
大胆な開発に取り組めるようになり、宇宙
の利用も進んでいくことも期待されます」
　すでに「宇宙輸送」「衛星等」「探査等」

のテーマで技術開発の公募がスタートして
いる宇宙戦略基金。今後の活動に際し、
最後に内木はこう語った。
「私たちは、技術とアイデアと野心をもっ
て10年後の未来を塗りかえる、そんな原
石を見つけたいと考えています。宇宙戦
略基金は、より多くのプレーヤに開かれた、
より多くのチャンスに満ちた場所であり、

2

総額1兆円規模をめざす
宇宙戦略基金、創設

産学官の宇宙利用に追い風

宇宙戦略基金について
詳しくはこちら

速を超えるスピードで飛行する静
かな超音速旅客機の研究が、現

在、JAXAで進んでいる。まずめざすの
は2028年の実証機による飛行実証。こ
れを進める「Re-BooTプリプロジェクト」
メンバー、赤塚純一と小金澤慎弥に話を
聞いた。
「JAXAはロバスト低ブーム設計技術の
確立によって超音速旅客機を実現し、空
の移動時間の大幅な短縮へ貢献しようと
しています。ロバスト低ブーム設計技術と
は、超音速で航空機が飛ぶ際に発生する
『ソニックブーム』を全方位的に軽減する技

術のこと。ソニックブームとは衝撃性の大
きな音で、超音速旅客機の実現において
は解決しなくてはならない問題です」
　現在、この「Re-BooTプリプロジェクト」
が多くの風洞試験や技術検討を積み重
ね、正式なプロジェクトに移行しようとして
いる。風洞試験とは航空機・宇宙機が実
際に飛んだときにどのような空気の力や流
れが起きるのかを調べる試験。「JAXAに
は幅広い速度域の風洞試験ができる世界
でも有数の風洞設備群があり、これらで
試験を長年繰り返してきました。2024年
3月の風洞試験では、実証機の小型模型

を使って、超音速
飛行でどのような風
圧が機体にかかる
のかを測定し飛行
性能も確認しまし
た」と赤塚は言う。
　また、超音速旅客
機の開発において
風洞試験と同様に
重要視されているの
が、航空機の性能を
コンピューターでシ
ミュレーションする

CFD（Computational Fluid Dynamics、

数値流体力学)解析の技術。機体設計など
に利用されるこのCFD解析を担当する小
金澤は「ここまでにJAXAは風洞試験や
CFD、そしてそれらの相乗効果を得るた
めの技術を磨いてきました。ソニックブー
ムについても、CFDによる解析結果と風
洞試験結果がほぼ一致するほどに技術が
向上していることが確認できました」と語っ
た。
　これらの結果から「実証機」は最初の検
証活動をクリア。今後は、実際に飛ぶ機
体をパートナー企業と開発し、飛行実証へ

音

宙に打ち上げられた衛星は、ロ
ケットから分離され、目標とする

軌道に投入されて運用を開始する。この分
離に欠かせないパーツが衛星分離部
「Payload Attach Fitting （以下、
PAF）」だ。開発を担当する伊海田皓史
に、Simple PAFとは何かを聞いた。
 「ロケットと衛星を結合させる部分を衛星
分離部（PAF）と言います。その役割は分
離時までロケットと衛星を確実に結合さ
せ、あらかじめ計画されたタイミングで分
離をさせることです」

　PAFの構造は「腕時計のベルトとバック
ルに似ている」と伊海田は言う。ロケットと
衛星を結びつける「クランプバンド」という
孫悟空の頭の輪のような形状のものが腕
時計のベルト、バックルを固定しているの
が「Simple Pin Puller」という分離用
デバイス。分離時にはこのSimple Pin 

Pullerに電流を流してバックルのツメを解
除し、ベルトを外す仕組みだ。　
 「これまで使用していた国内製のPAFは
火工品（火薬）を使用していたため、分離
時に発生する衝撃が大きく、かつ法的な制

約により取り扱いが難しいものでした。ま
た火工品を使わない海外製品は高価で調
達に時間がかかってしまう。だからこそ
Simple PAFは火工品を使わず分離す
る構造を採用しました」
　小さい衝撃で分離するSimple PAF

は、搭載される衛星によりよい環境を提供
できる。また、火工品ならではの課題も持た
ないため、「環境条件・入手性・製品価格・
運用性（法規対応含む）の面で、既存の
PAFに対し高い優位性を持つことになる」
と伊海田は語った。

宇

「Simple PAF」の開発で、
衛星打ち上げニーズを支える

衛星とロケットの結合・分離を担う重要パーツ

月の国際デーを記念して国連が発行

「Re-BooTプロジェクト」
まもなく本格始動

超音速旅客機の実現をめざして

と進んでいくことになる。
 「Re-BooTプロジェクトが想定するシナ
リオ通り進めば、2030年後半から2040

年代には超音速旅客機に搭乗できるかも
しれません。それにより私たちの暮らしや
輸送が大きく変化する可能性も。この実
現をめざして、引き続き技術を磨いていき
ます」

研究開発部門 伊海田皓史
第四研究ユニット（併任） 宇宙輸送技術部門
イプシロンロケットプロジェクトチーム（本務） 主任研究開発員

IKAIDA Hiroshi

航空技術部門

Re-BooTプリプロジェクトチーム
主任研究開発員

赤塚純一
AKATSUKA Junichi

Re-BooTプリプロジェクトチーム
研究開発員

小金澤慎弥
KOGANEZAWA Shinya

インタビューの
拡大版はこちら

国連切手の
ウェブサイトはこちら

インタビューの
拡大版はこちら

Simple PAFシリーズ（左から、Simple PAF 239M（φ239 mm）、
Simple PAF 8M（φ8 inch）、Simple PAF 15M （φ15 inch）

低ソニックブーム設計機体模型の2ｍ×2ｍ遷音速風洞試験

宇宙戦略基金事業部

宇宙開発のゲームチェンジャーになり得る
取り組みです。このチャンスを掴むことが
できるのは、応募した皆さんだけ。ぜひ、
多くのご応募をお待ちしております」

　このSimple PAFは、
2024年2月にH3ロケット
試験機2号機に初搭載さ
れ、無事に衛星分離の役目
を果たした。
 「この実績をもってSimple

PAFはさらなる需要の拡大
をめざします。 すでに共同で
開発してきた川崎重工業さ
んによるSimple PAFの製
品化、販売が開始しており、 
これにより広く民間企業の
ロケット、宇宙開発に活用さ

れる見込みです」
　Simple PAFは小型衛星の打ち上げに
おけるボトルネックを解消し、今後の打ち上
げニーズを支える存在になろうとしている。
 「この研究により、優れた日本の技術・製
品を世界に広げ、国内外市場でのシェアを
獲得するとともに、日本だけでなく世界の
宇宙産業界へ貢献していきたいです」

SLIM、LEV-2撮影の
月面写真が記念切手に

際連合（国連）は7月20日、
“International Moon Day”

（月の国際デー）に、月に関連する記念切
手を発行した。全6種の切手には世界の
さまざまな月探査ミッションの写真が掲
載。そのひとつに小型月着陸実証機

（SLIM）が「航法カメラで撮影した月面
写真」と、SLIMに搭載されたLEV-2

（SORA-Q）が撮影した「SLIMと月面
の写真」が採用された。
　7月20日は、アポロ11号ミッションによ
る月表面着陸記念日ということで、2021

国
年に国連で、国際協力による持続的な月
探査への意識を高めることを目的に、「月
の国際デー」に採択された。今回の記念
切手には、チャンドラヤーン3（ISRO）や
SMART-1（ESA/SpaceX）などの撮
影写真も採用。同時発売された記念シー

TO
PIC

トセットには、アポロ11号（NASA）の写
真なども掲載されている。

Credit: JAXA/TOMY/Sony Group Corporation/

Doshisha University/

©United Nations

SLIMが月面着陸後に航法カメラで撮影した月面の画像
と、LEV-2（SORA-Q）がSLIMおよび周辺環境を撮
影しLEV-1の通信機で地上に転送した画像が切手にデ
ザインされている

内木 悟
部長

NAIKI Satoru

エアロゾル放 射ミッション
「EarthCARE」衛星（はくりゅ

う）が、2024年5月の打ち上げ以降、順
調に宇宙での観測を実施している。地球
観測研究センターでEarthCAREの観
測データを取り扱う久保田拓志にここま
での運用、および観測データなどについ
て聞いた。
 「EarthCAREのミッションは、地球全
球の雲とエアロゾル（大気中に存在するほ

こりやちりなどの微粒子）がどのように分布
しているかを観測し、気候モデル予測精度
を向上させることです。気候変動シミュレー
ションにおいて、これまで十分に明かされ
ていなかったのが、雲やエアロゾルがどの
くらい将来の気温予測に影響しているかと
いうことです。この解明に、従来の気象衛
星では不可能だった雲の内部構造まで観
測できるEarthCAREの活躍が期待され
ています」

　欧州宇宙機関（ESA）と共同で開発し
たEarthCAREには4つのセンサが搭載
されている。そのひとつである雲プロファイ
リングレーダ（CPR：Cloud Profiling 

Radar）は、JAXAとNICT（国立研究開
発法人情報通信研究機構）が共同開発し
た。打ち上げから数日後となる5月31日、予
定通りにCPRの主反射鏡を展開した
EarthCARE。その後、CPRの初期機能

雲

世界初、宇宙から
雲の上下の動きを測定

確認運用を行うなかで、6月12日および13

日には初観測を実施し、その画像を公開
した。
 「CPRが観測したのは、日本の東海上に
ある梅雨前線上の雲域です。ここで雲の内
部をとらえ、世界で初めて宇宙から雲の上
下の動きを測定することに成功しました。
この図からは、上空で作られた降雪粒子
が雲の中をどう動き、どの高さで降雨となる
のかについてわかります。つまり今後、梅雨
前線をはじめとするさまざまな雲域で
EarthCAREが観測を実施することで、
雲粒が降雨へ成長するメカニズムの解明
に近づくことが期待できるのです」と久保
田は説明し、さらに「世界規模でこうした
雲の上下の動き、内部の観測をしていくこ
とで、雲が気候変動に与える影響の解明
に貢献できます」と続けた。
　EarthCAREは打ち上げから6カ月後頃
に初期機能確認運用から通常の観測運用
へ移行し、JAXAやESAウェブサイトから
観測データの提供を実施していく予定だ。
 「今後もさまざまな雲域での観測を行い、
数値モデルの雲・降水過程を改良すること
で、気象や気候の予測精度向上に貢献し
ていきたいです」

5月に打ち上げられた地球観測衛星「EarthCARE」

EarthCAREについて
詳しくはこちら

「EarthCARE/CPR」外観図

第一宇宙技術部門 久保田拓志
地球観測研究センター
研究領域主幹

KUBOTA Takuji

6月13日の初期観測画像。観測によって得られた測定データを雲の断面として可視化したもの
Credit:JAXA/NICT/ESA

Credit: 川崎重工業株式会社
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1. 小惑星「リュウグウ」の粒子を保管している「クリーンチャンバ」の前に立つ、吉田勝信さん（左）と臼井寛裕（右）。

2. 吉田さん（左）に「リュウグウ」の粒子について説明する臼井（右）は、大学時代から培ってきた地球の地質学の経験を活かし、太
陽系惑星の地質を研究している。 3. 「リュウグウ」の粒子の一部。その大きさは約1～2ミリ。世界各地の研究者が分析を進めた結果、
液体の水や、生命の素となるアミノ酸が、「リュウグウ」の粒子から確認されている。

採集・デザイン・超特殊印刷を主な領域とするデザ
イナーの吉田勝信さんは、海や山から採集した素
材で工業用インクを作るプロジェクトを行ってい
る。「植物や砕いた石など、最終的に細かな粒子
になればどんなものでもインクになる」と語る吉田
さんに、もし地球外天体の“かけら”（粒子）からイ
ンクを作るとしたら?という問いを投げかけてみた。
JAXA宇宙科学研究所内に設置されている地球
外試料キュレーションセンター（ESCuC）（以下、
キュレーションセンター）では、地球外天体の粒子
を受け入れている。今回は、そこで管理されている
小惑星「リュウグウ」の粒子を観察し、その粒子を
インクにするという想像を膨らませてもらった。

写真： 表 萌々花　文： 熊谷麻那　編集： 水島七恵

吉田勝信
YOSHIDA Katsunobu

採集者・デザイナー・
プリンター

山形県を拠点にフィールドワークやプロトタイピングを取り
入れた制作を行う。近年、海や山から採集した素材で「色」
をつくり、現代社会に実装することを目的とした開発研究
「Foraged Colors」や超特殊印刷に取り組む。趣味は
キノコの採集および同定。

臼井寛裕
USUI Tomohiro

JAXA宇宙科学研究所
地球外物質研究グループ グループ長

地質学を専門とし、最初は地球、そして現在は火星や小
惑星を中心とした太陽系天体の成り立ちを研究している。
特に、岩石試料の実験室での分析を得意とする。最近
は海外出張が増えてきて、その道中の飛行機の中での
読書を楽しみにしている。

6. 7. 吉田さんは2021年、海洋研究開発機構「JAMSTEC」が、50

周年記念事業として海洋教育プログラムを実施する3710Labとともに
共同企画、実施したプロジェクト(KR21-11)に参加。このプロジェクトは、
数十名のクリエイターと共に駿河湾を巡航し、サイエンスとアートの共創
を試みるものであった。吉田さんは、プロジェクトの中で採集した海底
の泥から3種類のインクをつくり、印刷物を生み出した。

記事の続きはウェブ版で

ループ長である臼井寛裕の案内のもと、キュレー
ションセンターの見学から始まった。

　キュレーションセンターに到着すると、吉田さんと
取材班は、まず全身クリーンスーツに着替えた。
チャンバが設置されているクリーンルームに入るに
は、持ち物をすべて消毒し、化粧や整髪料も取り除
く必要がある。宇宙環境と近い環境下で保管され
ている「リュウグウ」の粒子にとっては、人間が持ち
込むすべてのものが「汚染源」になりえるのだ。
　臼井は言う。「僕ら地球外物質研究グループが
担っているのは、『リュウグウ』や小惑星探査機『は
やぶさ』が持ち帰った『イトカワ』といった地球外
物質試料（粒子）を分析して得られた情報の整理・
分類（キュレーション）を行い、粒子を研究材料と

　2020年、小惑星探査機「はやぶさ2」は約6年
をかけて52億kmを飛行し、「リュウグウ」から約
5.4グラムの粒子を地球に持ち帰った。「リュウグ
ウ」は46億年前の太陽系形成以降、構成する要
素や状態にほとんど変化がないとされ、太陽系の
成り立ちや生命の起源を探る手がかりを与えてくれ
るかもしれない。人類はどのように生まれたのか？ 

宇宙科学が追い求める根源的な問いの答えに近づ
く可能性を秘めた粒子は、キュレーションセンター
内の「クリーンチャンバ」（以下、チャンバ）に保管
されている。今回の訪問は、地球外物質研究グ

したい世界中の科学者に貸し出すことです。現在、
粒子は世界中の30～40か国、約100か所にいる
科学者に貸し出され、それぞれの研究が進んでい
ます。地球環境にさらさないとできない研究もある
ので、貸し出した先で粒子がさらされる分には構
わないのですが、貸し出す側の僕らが、粒子を地
球環境にさらすわけにはいきません。だから、徹底
して清浄な環境を維持するように設備を整えて管理
をしています」
　私たちが見学に訪れたこの日も、地球外物質研
究グループによって粒子一つひとつの簡易分析と分
類を行っていた。「基本的なサイズや質量はもちろ
ん、明るさ（光の反射率）や色、形、含有する鉱物
の情報などを計測し、カタログ化しています。科学
者たちは、こうして作成された“お見合い写真”の
ような情報を元に、申請を行います。審査を経た
後、一定の期限付きで粒子の貸し出しが行われて
います」
　臼井の案内のもと、キュレーション施設を見学し

ていく吉田さんは一体、どんなことを感じているだ
ろう？「クリーンルームの設備はどれも一点ものばか
りですよね。科学的・工学的な観点から機能を求
めて設計されていく先に、造形的にも美しいものに
なっている。それが興味深かったです。それから、
なんといっても粒子の実物。デザイナーとしては、や
はり“色”が気になるところですが、粒子はただ黒
かった。科学的知見のない素人から見ると、例え
ば、地球の炭と並べてもきっとその違いがわからな
いなと思います」
　率直な吉田さんの感想に対し「実は、プロの目
から見ても地球にある黒い粒子と見分けがつかな
いんです（笑）」と臼井。「だから、この施設では粒
子を保管するだけではなく、赤外線を使って、人間
の目では検知できない色の違いを分析することも
行っています。例えば、氷とドライアイス。どちらも
目には白く見えますが、赤外線領域で観察すると
色が異なります。同じように、粒子も水や有機物の
有無によって色が変わります。こうした違いを観察
して明らかにすることは、科学者にとって非常に重
要な情報となります」と重ねた。

　山形県大江町。吉田さんの仕事場は古くから修
験の山としても知られる出羽三山のひとつ、月山や
壮大な朝日連峰を望む町にある。その厳かで豊か
な自然のなかで、吉田さんは岩石やクルミ、山ブド
ウなどを採集し、顔料（色のもと）を作り出す。そし
て、その顔料をメディウム（つなぎとなる糊のような
もの）に混ぜることでインクを生み出し、ゆくゆくは
誰もがそれぞれの場所で採集した色をつくったり使
えたりする技術となるよう開発を行っている。
　こうして日々採集している “地球の粒子”につい
て、吉田さんは「粒子は環境の変化に非常に敏感
です。でもその変化こそが、インクづくりにおいて

は、むしろ面白さの一部になっている」と語る。さら
に、「粒子に与える条件によって、インクとして現れ
る色は大きく変わります。例えば、石（粒子）の粉
砕具合によっても色は大きく変わりますし、水や油
を加えることで、初めて現れる色もあります。また、
藍染めのように空気中の酸素に触れることで色が
変わるものもあります（酸化還元反応）。印刷技術
は、こうした色の変化をどの段階で止めるかという
技術でもあり、だからこそ、変化に敏感な粒子には
とても興味をそそられるんです」と続けた。
　この話を聞いた臼井は、吉田さんの考えに共感
しながらこう語る。「そう考えると、僕たちが扱って
いる“地球外の粒子”は、吉田さんにとって面白い
マテリアルだと思います。藍染めの際の酸素量の違
いによって色が変わるという話がありましたが、宇
宙では空気がゼロの状態なので、その差がより顕
著になります。つまり、宇宙にある物質（粒子）は空

気に触れた瞬間に急速に酸化し、錆びていく可能
性があります。色を観察する上で、この酸化還元の
勾配は非常に興味深い点になるのではないでしょ
うか」
　臼井の話を受けた吉田さんは「宇宙に在る色と、
酸化還元を経た色、それぞれをインクとして固定で
きたら面白いですね！」と続ける。「そもそも私がイン
クづくりで注目しているのは、色の背後にある物質
です。それが何色かということよりも、そのインクに
『リュウグウ』が含まれているという事実が重要で
す。デザインにおいても、どの色を選ぶかではなく、
どんな物質を使うべきかという問いに変わっていく。
そこにも面白さを感じているんです」。

吉田勝信
訪れた人

採集者・デザイナー・プリンター

宇宙に近い環境下で
保管する
小惑星「リュウグウ」の
粒子を実際に見たい

目的

太陽系の起源に迫る情報を

汚染させないために

敏感に変化する、粒子の色

4. クリーンチャンバを
覗き込む吉田さん。ク
リーンチャンバは、内部
を純化した窒素で満た
すことで地球環境から
の汚染を防ぐように設
計・運用されている。
5. 吉田さん（左）と臼井
（右）の視線の先には、
ドル箱と呼ばれる箱に
入った「リュウグウ」の粒
子。

がっさん

14 JAXA’s No.097 15



実業家の前澤友作氏、月周回
宇宙プロジェクト「dearMoon

プロジェクト」中止を発表

米ボーイング社開発の新型宇
宙船スターライナー、初の有人
飛行でISSへのドッキング成功

欧州宇宙機関（ESA）、新大
型ロケット「Ariane6（アリア
ン6）」初めての打ち上げに成
功❶

仏エアバス、「European Research 

Clean Sky 2」プロジェクトの一環と
して開発した、高速ヘリコプターの実証
機「Racer」が、高速巡航速度目標の
時速407kmを上回る420kmを達成

ESA、欧州を拠点とする民間宇宙開発
企業3社との間で、宇宙ゴミ問題解決
の指針となるゼロデブリ憲章（Zero 

Debris Charter）に従い、地球低軌
道用衛星バス（satellite bus）の開発
に関する契約を締結

米航空宇宙局（NASA）、

米海洋大気庁（NOAA）の
静止気象衛星「GOES-U」

打ち上げ成功、北米地域の
気象観測だけでなく、太陽
活動も観測

JAXAとESA、雲エア
ロゾル放射ミッションの地球観測衛星「EarthCARE」に搭載さ
れている「雲プロファイリングレーダ（CPR）」の初観測で取得した
画像を公開

6

JAXA、先進レーダ衛星だいち4号
（ALOS-4）を搭載したH3ロケット3

号機を打ち上げ、軌道投入にも成功❷ 

JAXA、政府における宇宙戦略基金に
係る基本方針・実施方針を踏まえ宇宙
戦略基金事業 技術開発課題の公募を
開始

米SpaceX社、2030年に運用を終え
る予定のISSを軌道から離脱させるた
めの宇宙船として（ISSに物資を輸送す
る無人宇宙船）「Cargo Dragon」を
ベースに開発した超大型版「Dragon」
を発表❸

NASA、月の南極周
辺で氷などの探査を行
う予定だった無人ロー
バによるミッション
「VIPER（Volatiles 

I nve s t i g a t i n g  

Polar Exploration 

Rover）」の中止を発表

株式会社アストロス
ケール、スペースデブリ
を「周回観測」にて撮
影した画像を公開（世
界で初めてデブリの周
囲の飛行に成功）❹

JAXA、「だいち4号」
（ALOS-4）初めての
観測画像を公開

7

JAXA、大西卓哉宇宙飛行士、ISS長期滞
在の搭乗機がクルードラゴン宇宙船運用10

号機に決定❺

JAXA、SLR用小型リフレクター（Mt.FUJI） 

が搭載されたキヤノン電子株式会社の超小
型衛星に対してつくばSLR局から衛星レー
ザ測距を実施し、Mt.FUJIからのリターン（反
射光）の取得に成功。これによりMt.FUJIの
軌道上性能が実証❻❼

独ヴォロコプター、仏ヴェルサイユ宮殿の敷地
内にて、世界で初めてeVTOL（垂直に離着
陸し、ヘリコプターやドローン、小型飛行機の特
徴を併せ持つ電動の機体）の飛行試験を実施

QPS研究所、米SpaceX社のロケット「ファ
ルコン9」によって、小型SAR衛星QPS-

SAR8号機「アマテル-Ⅳ」打ち上げ❽

JAXAとNASA、NASAの小惑星サンプル
リターンミッション「OSIRIS-REx (オサイリ
スレックス)」によって地球に届けられた小惑
星「Bennu(べヌー)」のサンプルがJAXAへ
到着したことに際し、同サンプルのJAXAへ
の受け渡しを確認する文書に署名

JAXA、小型月着陸実証機「SLIM」の月面
での運用終了を発表

8

BepiColomboが撮影した水星の画像

❾

ESAとJAXAの水星探査ミッション
「BepiColombo」が4回目の水星ス
イングバイに成功。高度165kmまで接
近し南極側を撮影、水星磁気圏探査機
「みお」（MMO）も接近時に科学観測を
行った❾

9

「Ariane6」イメージ図

❶

JAXA’sアンケートは
こちら。ご意見・ご感想を
お寄せください
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宇宙開発や天文、最新の研究など、

宇宙と航空に関する4ヵ月間のトピックスをご紹介

宇 宙と航 空 にまつ わる
世 界 のニュース

＊海外のニュースは現地の日付、ISSでのニュースは日本の日付

海外JAXA 日本

❷

種子島から打ち上げられたALOS-4

を搭載したH3ロケット

❸

「Dragon」が
ISSを牽引す
るイメージ画

❹

「周回観測」によるCRD2のターゲットスペースデブリの連
続画像

❺

大西卓哉宇宙飛行士

❻

筑波宇宙センター内に整備され
た「つくばSLR局」

❼

SLR用小型リフレクター（Mt.FUJI）

❽

今回打ち上げられた「アマテル
-Ⅳ」のイメージ画像 Credit:ESA/BepiColombo/MTM

Credit: ESA

Credit: ESA

Credit: SpaceX

Credit: アストロスケール

Credit: QPS研究所
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